
「行革甲子園」の成果

【西予市】
若手職員行革チームの設置
（第１回大賞受賞）

発表事例

【東温市】

部局横断的な若手職員グループを
設置し施策提案を実施

波及事例

【今治市】
公の施設の評価・あり方方針の策定

（第２回大賞受賞）

【宇和島市・八幡浜市】

公共施設の管理運営方法の検討
にあたって参考に

【西条市】
接遇力向上に向けた取組
（第２回発表事例）

【伊予市】
職員の接遇マニュアル策定
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『チーム愛媛』で刺激し合い、

愛媛全体の行政力の底上げへ

発表事例を参考に、類似の取組を実施した例が多数！



[参考] その他「チーム愛媛」で高め合う取組

先進事例研究会の開催
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◇日時 Ｈ27.8.10（月）

◇場所 県水産会館（松山市）

◇参加 150名（知事、全20市町長他）

◇概要 8市町が人口問題対策に係
る先進事例を発表

平成27年度（第2回）

◇日時 Ｈ25.10.29（火）

◇場所 今治市民会館

◇参加 150名（知事、全20市町長他）

◇概要 3市町が特色ある先進事
例を発表

平成25年度（第1回）

 市町が知恵と工夫を凝らして実施している特色ある先進事例を共有・研究。
 行革甲子園を実施しない年度に開催。
 タイムリーな課題への対策事例を発表し、知事・全市町長で意見交換。審査・表彰はしない。
 これまでに、全20市町が事例発表済み。（行革甲子園又は先進事例研究会にて）



 全国の市区町村から行革の先進的・独創的事例を募集し、発表・表彰する「行革甲子園
2016」を愛媛県で開催。（Ｈ28.11.1（火））

 県内・全国の市区町村が全国の優良事例のノウハウを得ることで、地方行革のより一層の
推進を図る。

 目的は賞を競うことではなく、自治体間で多くの事例を共有し、自らの取組に活用すること
が狙い。いわば、地方の、地方による、地方のための取組。

・これまで県内市町対象に２回開催し、優良事例の波及効果有

・厳しい地方財政の下、行政サービスを維持するためには一層の
行革の取組が不可欠

⇒そこで、行革甲子園（全国版）を開催することにより、県内をはじ
め全国の市区町村の一層の行革推進を支援

背 景

（１）対象 全国の市区町村が取り組んだ先進的、独創的な行革事例（効率化、新しい手法導入事例等）

（２）イベント概要
①講演：岡田武史（日本サッカー協会副会長）「勝つための組織づくりとサッカーによる地域振興」（仮）

②発表：書類審査を通過した8団体程度（1団体10分程度プレゼン）

③審査：審査員5名（審査員長 小西砂千夫（関西学院大学教授）） ④表彰：グランプリ（1団体）

⑤その他：事例発表はネット配信、全応募事例を掲載した事例集を作成し応募団体等に配付、ＨＰ掲載

事業概要

6/10～8/5 事例募集

8～9中旬 書類審査・発表団体決定

11/1 事例発表・表彰式イベント

11～ ＨＰ掲載、事例集作成・配付

スケジュール（Ｈ28）

[平成28年度の取組]

「行革甲子園2016」（全国版）の開催
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「行革甲子園2016」
事例募集チラシ

※全国の市区町村に送付済み

審査を希望しない案件（事例応
募のみ）もＯＫとし、先進性や効
果の大小に捉われずより多くの、
多様な事例を収集

行革甲子園 検索

詳しくは、

10



11

ご清聴ありがとうございました

みきゃんダークみきゃん


